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EP8000 POWER7 770(9117-MMC)/780(9179-MHC)ファームウェア変更内容と来歴 
 

 変更内容 

AM770_126_126 Impact: Availability / Security   Severity:  SPE 

 

全てのシステムに影響するシステムファームウェア変更 

・ 投機的実行機能持つ CPU の脆弱性(CVE-2018-3639)をつく攻撃に対するセキュリティ対策を追加し

ました。 

・ 投機的実行機能やアウトオブオーダー実行機能を持つ CPU の脆弱性をつく攻撃に対するセキュリテ

ィ対策を追加しました。 

・ VIOS環境でファブリック障害があるFibreチャネルに接続されたディスクからブートした時に、適切なエ

ラーログを出力せずにブートに失敗する不具合を修正しました。 

・ サーバ起動処理中のクロックテストにおいてクロック障害が発生した場合、冗長クロックへの切り替えが

できず、起動に失敗する問題を修正しました。この問題が発生した場合、エラー(SRC B181E6C7)が記

録されます。再起動により回復可能です。 

・ "uncapped"に設定された LPARの稼働中、プロセッサがプロセッサ・プールに移動したとき、システム

がハングアップする不具合を修正しました。 

・ ライブパーティションモビリティを設定している場合に、移行に失敗する不具合を修正しました。 

・ ライブパーティションモビリティで使用される UUID に関する機能の追加と不具合を修正しました。 

・ 装置起動時に，PCI アダプタが動作不可となる問題を修正しました。装置の再起動により回復可能で

す。 

・ Active Memory Sharing(LPAR 間で使用するメモリを共有する機能) を設定した装置で、ダンプ採取に

失敗する場合がある不具合を修正しました。 

・ 専用プロセッサ・パーティションに設定している場合、LPARが間欠的に無応答になる不具合を対策し

ました。 

・ 共用プロセッサ・パーティションを使用するシステムにおいて、仮想プロセッサの割当てが遅延し性能

低下を引き起こす可能性がある不具合を修正しました。新たな共用プロセッサ・パーティションを作成

しておくことで、この問題を回避できます。 

・ サービスプロセッサとHWMC間をDHCPでネットワーク接続する時、エラー(SRC B1818A0F)を誤検出

する不具合を修正しました。 

・ HWMCとサービスプロセッサ間のネットワークに障害が発生した後、装置に 2台目のHWMCを認識さ

せることができない不具合を修正しました。AC給電の OFF/ON により回復可能です。 

・ サービスプロセッサで検出された一部のエラーログが、OS に報告されない不具合を修正しました。 

・ HWMCでのパーティション削除操作に失敗する不具合を修正しました。不具合発生時には、エラーコ

ード 4000E002 と メッセージ"...insufficient memory for PHYP"が表示されます。 

・ 複数CPUドロワ構成のシステムでエラー(B150B10C、B121C770)を誤検出して起動に失敗する不具合

を修正しました。再起動により回復可能です。 

・ 性能に関するハードウェアダンプの収集処理速度を改善しました。 

・ 周囲温度センサの故障時(SRC11007203)に、周囲温度異常と誤判断して緊急遮断しないように修正し

ました。 

・ 誤ってハードウェアダンプを連続して採取した場合に、エラー(SRC B7000602)が発生して、HWMCか

らの操作不可能になる不具合を修正しました。 

・ 共用プロセッサ・パーティションに設定してる LPARにおいて、I/Oデバイスに対する処理遅延やタイム

アウトが発生する不具合を修正しました。 

・ 冗長サービスプロセッサ間で情報同期処理に失敗してサービスプロセッサがリセットする不具合を修

正しました。 

AM770_101_032 Impact: Availability     Severity:  SPE  

 

全てのシステムに影響するシステムファームウェア変更 

・ ミラーリングしているメモリのデフラグメンテーションの間に行われる可能性のあるメモリ

の再配置が、パーティションのリブート中に、エラーコード B700F103 を記録して失敗する問

題を修正しました。 

・ Live Partition Mobility (LPM)が停止し、パーティションの移動により、移動先サーバの時

刻が不正になる問題を修正しました。この問題は、移動先サーバのハイパーバイザの時刻が、

移動元サーバの時刻より遅い場合に発生します。 

・ アンカー(VPD)カード上のプライマリデータチップが障害となった場合、冗長化されている場

合でも、エラーコード B7004715 を記録してハイパーバイザがブートできない問題を修正しま

した。 

・ hibernate 機能により休止させたパーティションを、休止させたシステムとは別のシステムか

らリモートリスタートさせたとき、AIX の日時設定が狂う問題を修正しました。 



・ 共有プロセッサを使用しているパーティションがあるシステムで、プロセッサがライセンスさ

れなくなるような構成変更後、パフォーマンスが低下する問題を修正しました。 

・ LPAR の停止、またはリブートを行っている間、イーサネットアダプタの不必要なリセットが起

こる問題を修正しました。このリセットにより、リセット回数の閾値を上回った場合、ネット

ワークスイッチがイーサネットのリンクを無効にする可能性があります。 

・ HWMC とサービスプロセッサ間の通信にかかわる、複数のセキュリティ脆弱性の問題を修正しま

した。 

 

一部のシステムに影響するシステムファームウェアの変更 

・ Power VM を使用しているシステムで、専用(dedicated)プロセッサと共有(shared)プロセッサのパーティ

ションが混在し、かつそれらのパーティションが、仮想イーサネットやVIOSホスティングでVirtual IO接

続があるとき、共有(shared)プロセッサのパーティションがパフォーマンス低下する問題を修正しまし

た。 

・ 拡張装置（THE-C7001FC5802 I/Oドロワ）が接続されているシステムで、IPL中にコード C7004091を

表示してハイパーバイザがハングアップしたり、I/O ドロワの保守作業中にハングアップしたりする問題

を修正しました。 

・ メモリミラーリングを使用し、かつミラーリングの最適化ツールを使用している場合、logical memory 

block（LMB)の内容が再配置中に、メモリの回復不能なエラーが起きると、予測不能な動作をする可能

性がある問題を修正しました。 

・ VIO Server(VIOS)を使用しているシステムで、クライアント LPAR間で物理的な I/O リソースを共有して

いる場合、仮想制御ブロックのページ移行中に、メモリ再配置エラーにより、エラーコード B700F103

でサーバが停止する可能性がある問題を修正しました。 

・ サービスプロセッサが冗長化されている 9117-MMC(770)のサーバにおいて、メモリのクロックがデコン

フィグされている場合、セカンダリのメモリクロックを使用しての IPLが、SRC B158CC62 および

B181C041 を記録して失敗する問題を修正しました。 

・ 拡張装置（THE-C7001FC5802 I/O ドロワ）が接続されているシステムで、I/O ドロワの電源ユニットの

交換中に、誤って Voltage Regulator Module (VRM)の障害を報告し、エラーコード 10001511 および

10001521 を記録する問題を修正しました。この問題が発生すると、I/O ドロワの電源ユニットが起動し

なくなります。 

・ サービスプロセッサが冗長化されたシステムで、アンカーカードが含まれるノードで AC電源が喪失し

ていて、かつアンカーカードがシステム内のVPDに見つからなかったとき、IPLが SRC B181C062で失

敗する問題を修正しました。 

・ 複数のブートパーティションを持つディスクデバイスがあるシステムで、System Management Services 

(SMS)で 1 つのブートパーティションしか表示しない問題を修正しました。 

・ AIXを使用しているシステムで、InfiniBand Host Channel Adapter (HCA)が障害、または機能低下して

いる場合、AIXが強制終了する問題を修正しました。 

・ AIXを使用しているシステムで、Live Partition Mobility (LPM)を使用した、remote restart-capableを有

効にしているパーティションの移動が、ハングアップする問題を修正しました。 

・ ハイパーバイザのタイムキープサービス中に、システムが停止する可能性がある問題を修正しました。 

 

AM740_121_042 Impact: Availability     Severity:  SPE  

 

全てのシステムに影響するシステムファームウェア変更 

・ L2 キャッシュエラーが同一プロセッサで 2 回発生すると、2 回目のエラーを検知してシステム

が停止する問題を修正しました。 

・ 回復可能なエラーにもかかわらず、エラーコード B113E504 を表示してシステムが停止する問

題を修正しました。 

 

一部のシステムに影響するシステムファームウェアの変更 

・ 拡張装置（THE-C7001FC5802 I/O ドロワ）が接続されているシステムで、ドロワの電源電圧レベルの

異常をエラー報告せず、電源の冗長性が失われたことを検知できない問題を修正しました。 

・ 拡張装置（THE-C7001FC5802 I/O ドロワ）が接続されているシステムで、電源系統の異常によりドロワ

内のリソースが使用できなくなる問題を修正しました。 

・ 拡張装置（THE-C7001FC5802 I/O ドロワ）が接続されているシステムで、I/O ドロワの電源ユニットの

障害が、電源ユニットのマイクロリセットや、電源ユニットの交換で回復したにもかかわらず、障害を報

告し続ける問題を修正しました。 

・ LPMの操作を行っているシステムで、メモリリークにより、run time abstraction service (RTAS)が、エラ

ーコード 0c20 でパーティションランタイムの AIXのクラッシュを引き起こす問題を修正しました。 

 

AM740_112_042 Impact: Availability     Severity:  SPE  

 

全てのシステムに影響するシステムファームウェア変更 

・ VIOS 2.2.2.0 以降のシステムへパーティションの移動を行っている間、移動されるパーティシ

ョンがリブートする問題を修正しました。また、これより古い VIOS バージョンのシステムへ

移動する場合、手動でパーティションのリブートをする必要があり、移動のリカバリも必要に



なる場合があります。 

・ アンカーカード(VPD カード)のデータが破損し、エラーコード A70047xx が記録される問題を

修正しました。このアンカーカード異常が発生した場合、次回の IPL が失敗する可能性があり、

これを防止するために交換が必要ですが、システムファームウェアを更新しない限り、交換後

のアンカーカードも再び異常となる可能性があります。 

・ サービスプロセッサが冗長化されたシステムで、“Predictive”エラーが回復したにもかかわ

らず、セカンダリ側のサービスプロセッサから削除されない問題を修正しました。この問題が

発生している状態で、サービスプロセッサのフェイルオーバが発生すると、誤ってハードウェ

アをシステムから切り離し、システムがリブートしてしまいます。 

・ 休止していたパーティションの再開処理中に、状態を格納していたページングスペースとの接

続が切れた場合、再開処理がハングアップする問題を修正しました。 

・ システムの電源機能が低下する問題を修正しました。 

・ ミラーリングしているメモリのデフラグメンテーション中に、アドレス不正によるエラーを検

知し、システム停止する問題を修正しました。 

・ アンカー(VPD)カード上のプライマリデータチップが障害となった場合、冗長化されている場

合でも、エラーコード B7004715 を記録してハイパーバイザがブートできない問題を修正しま

した。 

 

AM740_100_042 Impact: Availability     Severity:  SPE  

 

全てのシステムに影響するシステムファームウェア変更 

・ サーバのファンが高速で回転し、内部の温度センサの誤った校正値によって、システムブート中にサ

ービスイベント(SRC B130B8AF)が生成される問題を修正しました。 

・ SRC B170E540 でシステム・クラッシュの原因となった問題を修正しました。 

・ 16GBまたは 32GBの DIMMを搭載したシステムに 64GB DIMMを追加した際に、誤ってエラー(SRC 

B123E504)を採取する問題を修正しました。 

・ 乏しい構成のパーティションを扱うライセンスの無いコアを持つサーバをリブートした後で、コンフィグレ

ーションのイニシャライズ操作が HMCから行われたときに、アフィニティマネージャが動作するようにフ

ァームウェアを修正しました。 

・ SRC B1xxE504 (MCFIR[14] - Hang timer detector) が記録されたとき、問題のある FRU を正しく診断

するように修正しました。 

・ I/Oハブでリカバードエラーが採取された後、システムがクラッシュする問題を修正しました。 

・ ブート中に SRC B181C803 (WIRE_PROC_CST_HW_FAIL) のエラーが記録されたときでもブートを継

続するように修正しました。 

・ パーティションのサスペンドに失敗する問題を修正しました。 

・ 回復不能なエラー SRC B7000103 (ErFlightRecorder) でスタックが失敗し、システムがクラッシュする

問題を修正しました。 

・ リモートでリスタートできるパーティションを作成した後、そのパーティションのページングデバイスがオ

ンラインであっても、ブートモードやキーロック設定ができない問題を修正しました。 

・ Dedicate設定のプロセッサがあるパーティションを、Live Partition Mobility(LPM)を行った後にリブート

すると、SRC BA33xxxx でハングする問題を修正しました。 

・ サービスプロセッサにラップトップを接続したとき、コントロールパネル上で、サービスプロセッサの eth0

または eth1 の IPアドレスが"IPv6 NA"に変わる問題を修正しました。 

・ システムが safeモードから nominal モードに切替わるとき、クラッシュする問題を修正しました。 

・ 仮想ファイバチャネルテープドライブからのブートが SRC B2008105で失敗する問題を修正しました。 

・ SRC B15xF109を採取する前提条件の閾値（サービスプロセッサ上でソフト的なNVRAMエラー発生回

数）を変更しました。 

・ アンカー(VPD)カードの交換後、アンカーカードの交換を要求する SRC A70047FF (infomational) が

誤って記録される問題を修正しました。 

・ HWMCで運用するシステムで、HWMCから"lsstat"コマンドを実行すると、vlan インタフェース上の送

受信パケット数を誤って高い値を表示する問題を修正しました。 

 

一部のシステムに影響するシステムファームウェアの変更 

・ Hardware Management Console (HWMC)を使用するシステムで、Advanced System Management 

Interface (ASMI)のアクセスに Internet Explorer (IE)を使用した場合、ASMIでネットワーク関連のパラメ

ータの変更後、IE が約 10 分間ハングする問題を修正しました。 

・ 検知できない N-modeの安全性の問題と、FC5802 I/O ドロワの電源サブシステムで報告されるエラー

を修正しました。 

 

AM740_077_042 ・ 新規リリース 
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